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第５回研究会における質疑事項への回答

【質疑事項①】
鹿児島県は大型の台風がよく通る。これまで，鹿児島県を通過又は接近した台風による陸上の風力発電

への影響（被害）と，その修復に必要な期間等の詳細について教えていただきたい。

【質疑事項②】
洋上風力発電の建設にあたって，国は基地港の整備を進めていると思うが，今後，整備に当たってどの

ような基準を設けようと考えているのか教えていただきたい。

【回答】
本県の台風による陸上風力発電設備の被害について確認した結果，今年８月に発生したものも含め

て，４件の事例（詳細は２ページのとおり）が確認されている。
風力発電を含む新エネルギー発電設備の事故への対応については，国が設置する「新エネルギー発

電設備事故対応・構造強度ワーキンググループ」において，事故原因の究明や再発防止対策の検討を
行うなど，安全確保に向けた取組が進められている。

【回答】

基地港湾の指定に当たっては，次の事項に対する適合性に加え，指定済みの基地港湾の活用を踏ま
えるなど総合的に判断するものとされている。（詳細は３，４ページのとおり）

・港湾計画における洋上風力発電設備の設置及び維持管理の拠点を形成する区域の位置づけ
・係留施設及び荷捌き施設に必要な地盤強度及び面積
・係留施設の構造の安定
・当該港湾の利用状況と周辺の洋上風力発電の導入量の現状・将来見通し
・２以上の者の港湾の利用見込み
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【質疑事項①】 本県における台風による陸上風力発電設備の被害状況

発 生 日 2020(R2)年9月6日 所在地 南さつま市坊津町

発電所名 番屋風力発電所 出力規格 1,750kW×10基

破損状況 落雷及び台風(中心気圧945hPa)によるブレード折損（1基）

原因・対応

・前日の落雷によるブレード損傷後に，強風を受け，落雷損傷部が拡

大したことによる。

・損傷した風車のブレード部分を撤去

発 生 日 2016(H28)年9月20日 所在地 肝属郡肝付町

発電所名 ユーラス肝付ウインドファーム 出力規格 2,000kW×15基

破損状況
台風(中心気圧945hPa)によるブレード飛散（２基）及びタワー座屈
（２基）

原因・対応

・設計風速を超える極めて稀な風速（千年から二千年に一度の暴風，

最大風速76.9m/s，最大瞬間風速92.0m/s）が発生したことによる。

・暴風時の新たな設計条件を設定し，再発防止対策を行った上で，ブ

レードを修理・再稼働（タワー座屈の２基は撤去）

発 生 日 2016(H28)年9月20日 所在地 肝属郡南大隅町

発電所名 南大隅ウインドファーム 出力規格 1,300kW×20基

破損状況 台風(中心気圧945hPa)によるナセルカバーの損傷・飛散（複数基）

原因・対応

・カバーと中のフレーム部の接着が剥離していたところに，乱流を受

け，カバーが大きく変形したことなどによる。

・カバーの強度対策を行った上で，修理・再稼働

※ 上記の内容は，経済産業省「新エネルギー発電設備事故対応・構造強度ワーキンググループ」の公表資料を整理したものである。

○ この他，今年８月の台風10号により，県内の風力発電設備についてブレードの破損（１基）あり。

○ 風力発電設備等の事故への対応については，国が設置する「新エネルギー発電設備事故対応・構造強度ワーキング

グループ」において，事故原因の究明や再発防止対策の検討を行うなどの安全確保に向けた取組が進められている。
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【質疑事項②】 洋上風力発電の基地港湾の指定に係る基準

※ 海洋再生可能エネルギー発電設備等拠点港湾（基地港湾）の指定について（R6.4.8国土交通省港湾局資料抜粋）
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※ 国土交通省港湾局資料

【質疑事項②（参考）】 洋上風力発電の基地港湾の指定に係る基準
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